
 

し
、
２
日
目
も
１
日
目
を
上
回
る

個
数
を
完
売
さ
せ
た
。 

実
際
に
口
に
し
て
み
る
と
、
ふ

っ
く
ら
と
し
た
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
そ

れ
ぞ
れ
の
具
材
の
風
味
が
重
な

り
、
ど
れ
も
絶
品
。
中
に
は
全
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
し
、
食
べ

比
べ
を
し
て
い
る
人
や
、
友
達
と

分
け
合
い
な
が
ら
色
々
な
味
を
楽

し
ん
で
い
る
人
が
い
た
。
店
外
に

も
長
蛇
の
列
が
出
来
て
お
り
、
老

若
男
女
問
わ
ず
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
頬

張
っ
て
い
た
。 

 

３
Ｄ 

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ 

 

３
Ｄ
の
企
画
は
「
と
も
Ｄ
屋
の

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
」
。
西
洋
の
レ
ン
ガ

造
り
を
模
し
た
オ
シ
ャ
レ
な
外
装

が
目
を
引
く
。
教
室
に
入
る
と
、

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
美
味
し
そ
う
な

錦
城
祭
２
日
目
の

16
時
半
か

ら
第
１
体
育
館
に
て
後
夜
祭
が
行

わ
れ
た
。
今
年
は
５
つ
の
団
体
が

出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。 

昨
年
同
様
、
始
ま
り
は
映
画
研

究
部
制
作
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
デ

オ
。
岡
崎
体
育
の
『MUSIC VIDEO

』

を
パ
ロ
デ
ィ
ー
し
た
映
像
で
観
客

を
楽
し
ま
せ
た
。 

最
初
の
企
画
「
錦
城
生
の
主
張
」

で
は
、
個
性
豊
か
な
主
張
で
観
客

の
笑
い
を
誘
う
。
続
く
「
箱
の
中

身
は
な
ん
だ
ろ
う
な
ゲ
ー
ム
」
に

は
国
語
科
の
設
樂
大
先
生
も
参
加

し
、
箱
の
中
身
を
見
事
当
て
る
と

会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
た
。 

個
人
企
画
で
は
「Yuzuka

」
が
、

ゆ
ず
の
『
夏
色
』
を
重
唱
。「
Ｒ
Ｋ

Ｒ
」
は
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
の
『
パ

ー
ト
・
オ
ブ
・
ユ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
』

を
演
奏
し
、
歌
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

観
客
を
映
画
の
世
界
に
引
き
込
ん

だ
。
「
３
年
男
子
と
錦
城
の
女
王
」

は
『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』
の
エ
ル

サ
に
扮
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

ダ
ン
ス
部
男
子
「
Ｋ
Ｂ
Ｚ
」
は
、

可
愛
さ
と
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
を

兼
ね
備
え
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
。
そ
し
て
ト
リ
を
飾
っ
た
の
は

吹
奏
楽
部
。『
天
体
観
測
』
を
演
奏

し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。 

ま
た
昨
年
の
後
夜
祭
か
ら
司
会

を
務
め
た
「CRAZY×

CRAZY

」
か

ら
「
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
」
へ
司
会
の

引
き
継
ぎ
も
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、

前
司
会
の
「CRAZY×

CRAZY

」
は

「
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
憧
れ
の

舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
光
栄

で
し
た
」
と
締
め
、
今
年
の
後
夜

祭
は
幕
を
閉
じ
た
。 

 
 

(

柊) 

 

「
」 

箱
の
中
身
を
手
探
り
で 

当
て
よ
う
と
す
る
参
加
生
徒 

９
月
14
日(

土)

、
15
日(

日)

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
56
回
錦
城
祭
。
今

年
の
テ
ー
マ
「
星
河
一
天
」
に
基
づ
き
、
輝
く
企
画
で
溢
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
後

夜
祭
で
は
吹
奏
楽
部
や
ダ
ン
ス
部
、
有
志
団
体
に
よ
る
発
表
や
「
錦
城
生
の
主
張
」
が
行

わ
れ
、
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り
の
中
、
錦
城
祭
は
幕
を
閉
じ
た
。 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

 

来場者へ丁寧にルール説明をする１Ｋの生徒たち 

 

 

１
Ｃ 

明
る
い
お
化
け
屋
敷 

 

「
明
る
い
お
化
け
屋
敷
」
と
い

う
斬
新
な
企
画
を
行
っ
た
１
Ｃ
。

ル
ー
ル
は
ス
プ
ー
ン
の
上
に
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
乗
せ
て
、
出
口
ま
で
落

大勢の観客の前で美しい
音楽を奏でる部員たち 

 

と
さ
な
い
よ
う
に
運
ぶ
こ
と
。
難

易
度
別
に
よ
っ
て
ス
プ
ー
ン
の
大

き
さ
が
変
わ
り
、
難
易
度
が
上
が

る
ほ
ど
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
乗
せ
る
面

積
が
小
さ
く
な
る
。 

明
る
い
部
屋
で
恐
怖
を
感
じ
る

 

「
的
中
て
」
で
弓
道
体
験 

 

弓
道
場
で
は
、
弓
道
部
に
よ
る

「
的
中
て
」
が
開
催
さ
れ
た
。
弓

道
部
員
に
弓
の
使
い
方
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
矢
を
放
つ
体
験
が

で
き
、
的
に
当
た
っ
た
矢
の
本
数

に
応
じ
て
景
品
が
も
ら
え
る
。
使

用
す
る
弓
矢
は
普
段
弓
道
部
で
使

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
右
手
に
軍

手
、
左
腕
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
め

る
な
ど
か
な
り
本
格
的
だ
。
思
い

通
り
の
方
向
に
矢
を
放
て
ず
、
苦

戦
し
て
い
る
参
加
者
も
い
た
。 

実
際
に
編
集
委
員
が
や
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
弓
を
支
え
た
り
矢
を

引
い
た
り
す
る
の
に
は
力
が
必
要

だ
っ
た
。 

 

雅
や
か
な
弦
の
音
色
を 

 

旧
校
舎
２
階
の
ホ
ー
ル
で
は
室

内
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
「
弦
楽
器

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
疑
問
に
思

っ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し

屋
敷
内
に
入
る
と
、
お
化
け
の
格

好
を
し
た
生
徒
が
次
々
と
追
い
か

け
て
き
た
り
、
壁
か
ら
突
然
手
が

飛
び
出
し
て
き
た
り
と
思
わ
ず
声

を
あ
げ
そ
う
に
な
る
場
面
が
多
く

あ
っ
た
。
最
後
ま
で
ピ
ン
ポ
ン
玉

を
落
と
さ
ず
に
ゴ
ー
ル
す
る
と
、

景
品
で
お
菓
子
が
も
ら
え
る
。
こ

の
企
画
は
両
日
行
列
が
出
来
る
ほ

ど
の
大
盛
況
だ
っ
た
。 

 

１
Ｋ 

謎
解
き
迷
路 

 

新
校
舎
４
階
で
行
列
を
作
っ
て

い
た
１
Ｋ
の
企
画
「
謎
解
き
バ
ト

ル
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
！
宝
探
し
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
。
３
つ
の
難
易
度
に
分
か

れ
て
お
り
、
初
級
は
な
ぞ
な
ぞ
、

中
級
は
机
の
下
を
し
ゃ
が
ん
で
通

る
迷
路
、
上
級
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
聴
い
て
そ
の
作
曲
者
を
答
え

る
ク
イ
ズ
を
楽
し
め
る
。
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
人

が
楽
し
め
る
仕
組
み
や
、
机
を
約

１
０
０
台
使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
設
計
が
来
場
者
を
魅
了
。
中
に

は
何
度
も
訪
れ
る
人
も
お
り
、
１

日
目
の
来
場
者
３
５
６
人
を
カ
ウ

ン
ト
し
た
。 

ま
た
「
謎
解
き
い
か
が
で
す
か
」

と
客
の
呼
び
込
み
を
し
て
い
た
池

上
泰
輝
く
ん
が
個
性
的
な
接
客
で

話
題
に
な
っ
た
と
い
う
。
１
Ｋ
の

企
画
を
体
験
し
た
来
場
者
が
笑
顔

で
帰
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。 

 

２
Ｈ 

コ
ッ
ペ
パ
ン 

 

錦
城
祭
中
、
旧
校
舎
６
階
の
１

番
奥
に
あ
る
１
Ａ
教
室
か
ら
良
い

香
り
が
漂
っ
て
い
た
。
匂
い
の
正

体
は
２
Ｈ
の
「
Ｂ
ｕ
ｎ 

Ｂ
ｕ
ｎ 

コ
ッ
ペ
」
。
味
の
バ
リ
エ
―
シ
ョ
ン

は
ハ
ニ
ー
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
ポ
テ
チ
、
塩
あ
ん
こ
マ
ー
ガ

リ
ン
、
オ
レ
オ
ホ
イ
ッ
プ
、
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
の
５
種
類
で
あ

る
。
１
日
目
に
は
２
日
分
の
ノ
ル

マ
で
あ
っ
た
計
６
０
０
個
を
販
売

食感が良く、野菜たっぷり

のサラダチキン味 

実
際
に
海
老
ア
ボ
カ
ド
の
ト
ル
テ

ィ
ー
ヤ
を
食
べ
て
み
る
と
、
ク
リ

ー
ミ
ー
な
ア
ボ
カ
ド
と
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
の
酸
味
が
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
。

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
の
生
地
は
も
ち
っ

と
し
て
い
て
、
何
個
で
も
食
べ
ら

れ
る
美
味
し
さ
だ
っ
た
。 

１
個
１
５
０
円
と
い
う
低
価
格

に
加
え
、
完
成
度
の
高
い
見
た
目

と
味
で
何
個
も
購
入
す
る
人
が
続

出
。
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
味

付
け
に
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

が
訪
れ
て
い
た
。 

   
 

 

＊ 

＊ 

＊ 
 

今
年
の
錦
城
祭
の
来
場
者
数

は
、
約
５
１
０
０
人
と
大
盛
況
と

な
っ
た
。
準
備
期
間

ク
ラ

ス
や
部
活
、
委
員
会
で
は
、
企
画

の
成
功
の
た
め
に
協
力
し
て
準
備

を
進
め
る
錦
城
生
の
姿
が
見
ら
れ

た
。
今
回
企
画
を
進
め
て
い
く
中

で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
、
今

後
の
学
校
生
活
や
行
事
に
活
か
し

て
い
こ
う
。 

  

の

た

め

の

コ

ン

サ

ー

ト

～

cantabile

～
」
が
開
か
れ
、
多
く

の
お
客
さ
ん
が
来
場
し
た
。 

今
回
演
奏
し
た
の
は
『
ス
タ

ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
』
や

『Under the Sea

』
な
ど
人
気
曲

と
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
た
７
曲
。

弓
を
使
わ
ず
に
指
で
弦
を
弾
く
ピ

チ
カ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
奏
法
が
特

徴
の
『Plink,Plank,Plunk

』
で

は
部
員
が
足
踏
み
を
し
た
り
楽
器

を
回
転
さ
せ
た
り
す
る
演
出
で
魅

せ
る
。
観
客
は
軽
快
な
演
奏
に
合

わ
せ
て
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
聴
き

入
っ
て
い
た
。 

 

会
場
を
包
む
パ
ワ
フ
ル
な
演
奏 

 

第
２
体
育
館
で
行
わ
れ
た
吹
奏

楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
「Trip into 

the sky

」
。Ⅰ

部
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
を
、Ⅱ

部
で
は
ポ
ッ
プ

ス
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。 

Ⅰ

部
最
後
の
曲
で
あ
る
『
海
の

男
た
ち
の
歌
』
で
は
抑
揚
の
つ
い

た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
色
と
、
低

音
パ
ー
ト
が
醸
し
出
す
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
な
雰
囲
気
で
観
客
を
魅
了
し

た
。
続
くⅡ

部
の
『Make 

Her 

Mine

』
は
部
員
が
観
客
席
を
囲
む

よ
う
に
立
ち
な
が
ら
演
奏
し
、
観

客
も
手
拍
子
で
演
奏
に
参
加
。
６

曲
目
の
『
に
じ
い
ろ
』
で
は
１
年

生
の
部
員
が
傘
を
持
っ
て
ダ
ン
ス

を
す
る
演
出
で
会
場
中
を
楽
し
ま

せ
た
。 

 
 

 
 

(

燕
・
菘
・
蓮) 

 

大盛況に終わった第５６回錦城祭。一般企画におけ

る「高さ」と「暗さ」についてのルールが緩和された

が、その裏では来年に向けての改善点も露わになった。 

錦城祭実行委員長の森彩葉さん（２Ｍ）は問題点の

ひとつとして「高さ」の面での安全性を挙げる。今回、

一般企画で机が生徒の頭にあたるという事故があっ

た。その事故を踏まえ「実行委員会の見回りが一般企

画において少し甘い部分がありました。次回から机を設置するときには養生テ

ープを使うようにするなど改めていきたいです」と森さんは語る。一方「暗さ」

の面でも来年に向けていくつかの点を改善することを検討しているそう。 

 「前日準備でどんどん企画が出来ていくのが見ていて嬉しかったです」と森

さんは錦城祭を振り返る。最後に来年の錦城祭実行委員に向けて「前の人がや

ったことをなぞるだけではなく、自分たちで新たな企画を出し、新しい錦城祭

を作ってほしいです」とメッセージを送った。            （薊） 

 

錦城祭の成功率は 

約９０％です 

今
日
25
日(

水)

、
２
年
生
に
向
け
て
進
路
分
科
会
が
行
わ

れ
る
。
大
学
受
験
に
必
要
な
選
択
講
座
な
ど
に
つ
い
て
先
生
の

話
を
聞
く
が
、
自
分
は
未
だ
３
年
次
に
日
本
史
と
世
界
史
の
ど

ち
ら
を
学
ぶ
か
決
め
ら
れ
て
い
な
い
ま
ま
だ
▼
自
分
の
身
近

な
先
輩
は
ど
の
よ
う
に
し
て
将
来
の
方
向
性
を
決
め
た
の
だ

ろ
う
か
▼
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
が
８
１
８
万
人
を
超
え
る
人

気YouTuber

の
は
じ
め
し
ゃ
ち
ょ
ー
は
、
高
校
時
代
か
ら
動

画
を
撮
影
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
大
学
１
年
生
の
春
休
み
に
「
自
分
の
た

め
に
何
か
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
友
達
とYouTube

へ
の
動
画
投
稿

を
始
め
た
。
実
は
英
語
の
教
員
を
目
指
し
て
い
た
は
じ
め
し
ゃ
ち
ょ
ー
。

大
学
３
年
生
の
と
き
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
日
と
教
育
実
習
の
日
程
が
重

な
り
「
め
っ
た
に
な
い
機
会
だ
し
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
」
と

YouTuber

と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
断
す
る
▼
か
つ
て
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
し
て
任
務
を
遂
行
し
て
い
た
自
分
の
父
親
は
、
幼
少
期
か
ら
航
空
機

に
興
味
は
あ
っ
た
も
の
の
、
漠
然
と
し
た
思
い
の
み
で
高
校
へ
進
学
し
て

か
ら
も
具
体
的
な
夢
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
高
校
２
年

生
の
と
き
、
ア
ニ
メ
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
か
ら
影
響
を
受
け
「
自
分

の
意
思
を
持
っ
て
大
空
を
自
由
に
飛
び
た
い
」
と
確
信
す
る
。
そ
し
て
航

空
工
学
を
学
び
な
が
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
せ
る
防
衛
大
学
校
に
進
学
。

卒
業
後
、
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
り
夢
を
実
現
さ
せ
た
▼
は
じ
め
し

ゃ
ち
ょ
ー
は
仕
事
と
し
て
のYouTuber

活
動
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い

る
。
「
動
画
に
注
目
が
集
ま
る
に
つ
れ
て
、
責
任
感
を
よ
り
感
じ
て
い
ま

す
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
で
も
や
っ
て
い
い
わ
け
で
は
な

い
。
や
り
た
い
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
動
画
で
表
現
す
る
か
考
え
て
い
ま

す
」
大
勢
の
人
に
見
て
も
ら
う
以
上
、
責
任
を
も
っ
て
制
作
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
新
聞
委
員
会
の
活
動
と
同
じ
だ
▼
進
路
選
択
の
き
っ
か

け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
あ
る
日
の
言
動
で
自
分
の
未
来
が
決
ま
っ
た
り
、
趣

味
や
好
き
な
こ
と
の
一
部
が
職
業
に
繋
が
っ
た
り
す
る
。
あ
な
た
は
一
つ

ひ
と
つ
の
出
会
い
や
機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。 

 
 

 

（
菘
） 
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Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 201９ 

一
面
：
第
56
回
錦
城
祭
総
集
編 

 
 

 

実
行
委
員
長
が
振
り
返
る
錦
城
祭 

二
面
：
秋
季
球
技
大
会
決
勝
戦
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
！ 

Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
選
手
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
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錦城祭中は、九州豪雨災害義援金募金が行われた。

通常の募金は中央委員会主体の活動だが、錦城祭では

錦城祭実行委員会と共同で活動。募金箱は飲食企画と

本部に設置され、通常の募金よりも大規模に行われた。

集まった募金額は２３３５９円だったという。(燕) 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

９
月
16
日(

月) 

▽
東
京
都
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
新
人
戦
Ｉ
部
大
会
兼
関
東
選
抜

大
会 

都
予
選
大
会 

 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝 

 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出 

大
川
あ
か
り(

２
Ｈ)

・
谷
野
桃
花

(

１
Ｅ)

ペ
ア 

 

野
球
部 

９
月
21
日(

土) 

▽
秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大

会 

一
次
予
選 

対
日
大
三
高 

 
 

 
 

 

敗
退 

９
月
21

日(

土)
 

合
唱
祭
実
行
委
員
会 

 

中
央
委
員
会 

 
 

随
時
活
動
中 

１つ１つ丁寧に作っています 

むらさき草 

匂
い
が
漂
っ
て
き
た
。
メ
ニ
ュ
ー

は
海
老
ア
ボ
カ
ド
と
サ
ラ
ダ
チ
キ

ン
、
照
り
焼
き
チ
キ
ン
の
３
種
類
。
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パスの正確さが光る３Ｆと春球大の女バス優勝クラスである１

Ｊが対戦したこのカード。試合は序盤から点の取り合いとなった。

第１ピリオド、開始早々１Ｊが先制点をあげるが、３Ｆが即座に逆

転し、１０対８と３Ｆがリードして次のピリオドへ。第２ピリオド

は点を取り合う展開に。１Ｊが猛追を見せ、３Ｆも負けじと得点を

重ねるが差は縮まらず２５対２２でこのピリオドを終えた。会場の

ボルテージが最高潮に達した最終第３ピリオドは１Ｊが果敢に

ゴール下へボールを運ぶが、１Ｊの選手が５つ目のファウルをも

らい退場処分となってしまう。この好機を活かし、最後の最後ま

で攻め続けた３Ｆが３３対２６で見事栄冠を手にした。 

ＭＶＰに選ばれた遠藤亜可理さんは試合を終えて「正直言って
優勝の実感は湧きませんでした」と振り返る。ＭＶＰは自分たちでは決められず、相手チームに選んで

もらったそうだ。勝利の秘訣は「試合序盤の得点の多さで試合終盤の出場メンバーを決め、チーム内で

の士気を高めたことです」と遠藤さん。共に戦ったチームメイトへ「ミスしても声かけなどで助けてく

れて、感謝、感謝です」と笑顔で話した。                           （李） 

 

 
 ３Ｇ対２Ｆの決勝は、３セット

にわたる白熱した試合だった。第

１セットの序盤は両者一歩も引

かない展開を見せる。しかし、中

盤から２Ｆは連携ミスが続き、得

点を伸ばせず１５対７で第１セ

ットは決着した。コートチェンジ

をして始まった第２セットは、２

Ｆが反撃する。サーブ権を３Ｇか

ら奪うと、１０点を連取。そのま

ま流れに乗り 1セットを取り返し

た。勝負が決まる第３セットの終
盤には、３Ｇの強烈なアタックを２Ｆが転びながらも取ると、観

客からは歓声が起こる場面も見られた。最後は３年生としての実

力を発揮した３Ｇが１５対５で優勝に輝いた。 

 ＭＶＰに選ばれた橋本彩羽さんは、優勝した感想を「ずっと表

彰台を目指してきたので嬉しいです」と話す。３Ｇの女子バレー

は春球大の３位決定戦で表彰台を逃し、今回はリベンジも兼ねて

いたそうだ。決勝の勝因は３年生にしかないチーム力だという。

最後にクラスメイトへ「２日目まで残ったのが女バレだけでプ

レッシャーもあったけれど、皆の応援のおかげで勝てました。

ありがとう」と感謝の言葉を送った。         （鴻） 

 

 

「みんなの応援が力になりました」 

「初心者の人も活躍できる 

ように支えあいました」 

「クラス内で一致団結すること

ができました」 

 

小雨が降る中、２Ｉ対３Ｆの決勝戦が始まった。「ボールをしっかり見て！」

など多数の応援が飛び交う中、２Ｉが実力を発揮し、第１セットを先取した。

第２セットでは、攻防が激しく入れ替わり、両チームの内野の人数が 1 対１に

なる展開までもつれ込んだ。第２セットラストは３Ｆの強烈なボールが２Ｉの

最後の１人を刺し、３Ｆがセットを制

した。試合はサドンデスへ。両チーム

次第に内野の人数は減っていき、先に

３人を当てた２Ｉが勝利を収めた。 

 球技大会直後、優勝した２ＩのＭＶ

Ｐである倉持柚依さんに話を聞いた。

優勝したときの心境について「本当に

優勝できると思っていなかったので、

信じられませんでした」と振り返っ

た。チーム内ではボールに当たらない
ようにするために姿勢を低くすること、相手に背中を向けないこと、守

備のときに一直線に並ぶことを意識していたそうだ。倉持さんは「球技

大会に向けて皆全力で練習に取り込んでくれたことで、素晴らしい結果

を収めることができました。本当に感謝しています」とチームメイトへ

の言葉で締めくくった。                   （雀） 

 

決勝は俊敏な攻撃を仕掛ける３Ｃと、パス

回しで攻める３Ａが激しくぶつかり合った。 

先制点を取ったのは３Ｃ。するとすぐに３

Ａが点を取り返し、互角の戦いが続く。一方で

３Ｃがスリーポイントシュートや速攻などで

差をつけ、第１ピリオドは８対４で終了した。   

その後もお互いゴール下までボールを運ぶ
も、堅いディフェンスを抜くことが出来ず点数

につながらない。ここで、３Ｃが速攻でシュー

トを決め主導権を握る。３Ａも負けじとシュー

トを決めるが３Ｃの流れを断ち切ることはで

きず、結果２２対１２と１０点差をつけて３Ｃ

が優勝を手にした。 

ＭＶＰを獲得した大島一楓くんは「チーム内

で声掛けなどコミュニケーションが取れたこと

と、ディフェンスがうまく機能したのが良かった

です」と大会を振り返る。３Ｃは準優勝だった前回

の春球大と同じメンバーで戦った。優勝を狙い、前

「チームメイトに感謝しています」 

悪天候により、男子バレー３Ａ対３Ｉの決勝戦は第２体育館で行われた。第１セット

序盤、３Ｉは３Ａの強烈なスパイクをカットするも、なかなかボールをつなげられない。

３I は 1 点差まで迫る粘りを見せるが、３Ａから流れを取り戻すことが出来ず、第１セッ

トは１５対８で３Ａが手にした。続く第２セットも、終始３Ａがリードする展開となった。

鋭いサーブを繰り出した３Ａがあっという間に４点を連取する。３Ｉもフェイントをかけ

「身長だけはどこのチームにも 

負けません」 

たスパイクで逆転を狙うが、３Ａのサーブに翻弄され

点差を埋めることはできなかった。最後は３Ａが３Ｉ

のコートにボールを押し込み、１５対７で勝利。３Ａ

が男子バレーの優勝を飾った。 

ＭＶＰに輝いたのは、キャプテンとしてチームを引

っ張ってきた馬場洸希くん。「ここまであっという間

でした」と大会を振り返った。昼休みの時間を使ってよ

く練習をしていたという３Ａ。馬場くんは「全員が進ん

で練習に来てくれたことが、勝因の１つだと思います。

メンバーに感謝したいです」と笑顔で話した。  （槿） 

 
３Ｌ対２Ｌの決勝戦は２Ｌのキックオフから始まった。序盤、３Ｌがボールを

奪い、有利に攻め続ける。２Ｌは反撃を狙うも、なかなか攻め入ることができな

い。３Ｌが隙を突き、こぼれ球を決め１点。その後、フリーキックなども確実に

決めていき、前半は３Ｌ優勢の３対０で終了した。後半開始前３Ｌは円陣を組

み、気合を入れる。しかし、２Ｌの必死の防御もあり、３Ｌはシュートが多いな

がらも得点へと結びつけることができなかった。そのまま試合は３対０で終了。

３Ｌの勝利で幕を閉じた。 

３ＬのＭＶＰに選ばれたのは須田遥希くん。須田くんは球技大会を終えて「２

連覇していたので優勝する自信はありました」と笑顔。メンバーに向けては「チ

ームとしての役割分担が個人個人で果たせて

いたので感謝しています」と語った。 

 ＭＶＰに選ばれた理由は、１番苦戦したとい

う３Ｂとの試合で後半に点を決めることがで

きたからだと語る須田くん。小学生の時にサッ

カーをしていた経験から、先読みしながら試合

に臨めたという。また試合を振り返って「キャ

プテンのサポートや、ボールを相手チームに取

られた時のカバーができたので良かったです」

と話した。            （薊・卵） 

 

「円陣を組んでモチベーションを

上げました」 

 

日は夜遅くまで

練習をしたとい

う。「１、２試合

目はあまり点を

決められなかっ

1A ○ × ー × ー × ー ○ × ー 6 2A × ー × ー ○ × ー ○ ○ × ー 9 × ー

1B × ー × ー ○ × ー × ー 3 2B × ー × ー ○ ○ ○ × ▲ × ー 11 ○ ○ ◎ ☆

1C ○ × ー ○ × ー × ー ○ × ー 9 2C ○ × ー × ー ○ ○ ○ × × ー ○ × ー 15 3B ○ ○ × ▲ ○ × ー × ー × ー 11

1D × ー ○ ○ ○ ー × ー × ー 9 2D ○ × ー ○ ○ × ー ○ × ー × ー 12 3C ○ ○ ○ × ▲ ○ ○ ○ ◎ ☆ ○ ○ ○ × × ー × ー 38

1E × ー ○ × ー × ー ○ × ー 6 2E × ー × ー ○ ○ × ー × ー 6 ○ × ー

1F × ー ○ × ー × ー × ー 3 2F ○ × ー ○ × ー ○ ○ ○ ◎ × ー × ー 19 ○ × ー

1G × ー ○ × ー × ー ○ × ー 6 2G × ー × ー ○ ○ × ー ○ × ー 9 3E ○ ○ × ー × ー × ー ○ × ー 9

1H × ー ○ × ー ○ ○ × ー × ー 9 2H ○ × ー × ー × ー ○ ○ ○ × ▲ 14 3F ○ ○ × ー × ー ○ ○ ○ ◎ × ー ○ ○ ◎ ☆ 34

1I × ー × ー × ー × ー 0 2I × ー ○ × ー ○ ○ ◎ ☆ × ー 18 3G ○ × ー ○ × ー × ー ○ ○ ○ ◎ ☆ 24

1J ○ × ー × ー × ー ○ ○ ○ ◎ × ー 16 2J × ー ○ × ー × ー × ー 3 3H ○ × ー ○ × ー ○ × ー ○ ○ × ー 15

1K × ー × ー × ー × ー 0 2K × ー × ー ○ × ー × ー 3 3I ○ ○ ○ ◎ × × ー × ー × ー 13

1L × ー × ー × ー ○ × ー 3 2L ○ ○ ◎ × ー × ー ○ × ー × ー 13 3J ○ × ー × ー ○ × ー ○ ○ ○ × × ー 15

2Ｍ ○ × × ー ○ × ー ○ ○ ○ × ▲ × ー 17 3K ○ ○ ○ × × ー ○ ○ × ー ○ × ー × ー 18

3L ○ ○ ◎ ☆ ○ ○ ○ × ▲ ○ × ー × ー 29
☆＝５点　◎＝４点　○＝３点　▲＝２点　×＝０点

2019年　秋季大会　2日目

×ー ○○○◎×ー

×ー ○×ー

3A 28

3D 9

男子 女子
得点

サッカー バレー バスケ ドッジ バレー バスケ
男子 女子

得点
サッカー バレー バスケ ドッジ バレー バスケ

男子 女子
得点

サッカー バレー バスケ ドッジ バレー バスケ

たけど、決勝ではスリーポイントシ

ュートを２本決めることができまし

た。結果ＭＶＰを取れてとても嬉し

いです」と話してくれた。   （蓮） 
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